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三陸ジオパーク推進協議会

ジオだより
三陸ジオパークを縦断！三陸沿岸道路が全線開通！

震災後10年、復興道路として

下安家大橋からは三陸鉄道が到着する様子が見えました

《三陸鉄道（株）と連携協定》

《全線開通プレイベント》
野田村にて開催

12月11日(土)には野田村で開通区間の道路見
学ツアーが行われました。完成時に一般見学が
できる最後の機会ということで、募集100名の枠
はすぐに埋まったそうです。当日は参加者が3台
の大型バスに乗車し、降り立った下安家トンネ
ル(約1㎞)を歩き、下安家大橋から目の前に広が
る景色を堪能しました。山あいの深い谷に架か
る橋、そこから見える海、それが連続する三陸
の地形ならではの風景は車窓からも楽しめます。
出発前の説明では、どちらも平成28年台風１

０号、平成元年台風１９号により工事現場でも
大きな被害を受け、トンネル内に配置していた
重機が使えなくなったり、橋梁の基礎や作業場
所など復旧のために2～3か月がかかったという
ことでしたが、完成の日を迎え待ち望んでいた
参加者も感激していました。

三陸ジオトレイン出発！！
釜石駅発7：50 宮古駅行の三陸鉄道リアス線の

列車にレトロ車両が連結《2021年度 三鉄ジオトレ
イン企画①》号が出発しました。宮古鮭まつりの会
場「うみどり公園」をゴールに設定。列車内では三
陸ジオパーク認定ガイドの伊藤実知子氏の解説で車
窓からの景色を今までと少し違った視点で楽しみま
した。宮古駅からの参加者と合流した後は、バスで
浄土ヶ浜に移動し２班に分かれて、同佐々木洋介氏
と松下竜之介氏によるガイドをうけながら「ジオさ
んぽ」という感じで宮古市内をウォーキング。～行
き慣れた場所でも、ガイドさんの説明があると一味
違います！～ 地域の歴史や成り立ちをいろいろ聞
くと、意外な発見も多いのでますます関心が深まり
ます。
ジオトレインは、今後第２弾も企画検討中ですの

で、どうぞお楽しみに！

12月13日（月）に、三陸鉄道（株）と連
携協定を締結しました。第1号のパートナー
シップ協定となります。協定締結後のイベ
ント第1弾として19日（日）に「浄土ヶ浜ジ
オウォークと宮古鮭まつりを楽しむ小さな
旅」を開催しました。

東日本大震災津波から10年、国が復興のリーディ
ングプロジェクトとして整備を進めてきた復興道
路「三陸沿岸道路」は、12月18日(土)に「普代～
久慈」間約25㎞が開通し、仙台～八戸間約359km
が全線開通となりました。
震災発生時には開通していた一部区間が避難に

活用されたり、国道45号の不通区間の迂回路と
なったことなど重要な役割を果たしました。その
ことから、避難機能の強化や地域の要望を踏まえ
たインターチェンジの設置など当初の計画が見直
され、復興道路として工期も大幅に短縮されまし
た。それぞれの工事区間が開通となるたびに、そ
の周辺地域の皆さんにとっても利便性が向上して
きました。今回の全線開通によって、ますます三
陸沿岸が身近になります。
日本一広大な三陸ジオパークを巡るのにも、移

動時間が短くなりとても便利になりました！

参加者全員で記念撮影

釜石駅からの車両は貸切！
解説の途中でクイズも!!

宮古駅からバス車内でガイド紹介！
到着後の班の分け方を確認!!

トンネルウォーク開始



もぐらんぴあ水族館と久慈国家石油備蓄基地

最近ニュースでよく見る「石油の国家備蓄放出」ですが、
ご存知のとおり、日本は石油のほとんどが中東から輸入し
ているため、万が一に備えて国が石油を備蓄しています。
その国家石油備蓄基地は日本に10か所ありますが、実は

その1つが久慈市にあるのをご存知でしょうか？
久慈市にある国家石油備蓄基地は「水封（すいほう）式

地下備蓄」というシステムを採用しており、これは日本に3
つしかありません。
「水封式地下備蓄」は、地下の硬い岩盤に空洞を掘って

原油を貯蔵し、地下水や人工の水圧で流出を封じてくれる、
自然を巧みに利用したシステムなんです。（水と油の性質
がこんな所で使われているのにビックリです）
そして、この空洞を再利用したものが久慈市で有名な

「もぐらんぴあ水族館」なのです。
東日本大震災では、もぐらんぴあ水族館など甚大な被害

があったこの地域ですが、この久慈国家石油備蓄基地は水
封式地下備蓄のため、震災時でも原油の流出は無かったと
のことです。
花崗岩など硬い岩盤があるから、このような石油の備蓄

ができる、まさにジオパークですね！
無料で見学できる館内3階には三陸ジオパークのコーナー

もありますので、是非訪れてみて下さい。

三陸ジオパーク・現地推進員が記者となってお伝えするコーナー
毎回いろいろな情報を掲載いたしますので、どうぞお楽しみに！

今回の記者：町田 恵太郎（いわて復興応援隊／久慈事務所配置）

実は石油の備蓄は山側にあります。

水封式地下備蓄の図。青い光は水です。

三陸ジオパークのコーナー

空から見る三陸ジオパーク

もぐらんぴあ水族館や久慈国家石油備蓄基
地近くにある久慈市半崎の久慈層群を空撮し
ました。地上からは写真左端の一部分しか見
ることが出来ませんが、こうやって見ると全
体が地層で繋がっているのが分かりますね。

※周辺施設に許可を得て撮影しています。

編集後記：「最後のチャンス」とか「期間限定」と聞くと、
ついつい「逃すまい」という心理が働きますが、私も何回
かの機会を見送っていたので今回の野田村でのイベントに
は、すぐに参加を決めました。内陸や遠方から参加された
方も多くいらしたようです。一般道路では６㌔完成するの
に20年かかるという説明がありましたが、震災後10年とい
う早期完成が実現し、とても便利になりました。サービス
エリアの設置がない代わりに「道の駅」の案内が出てきま
すので、ドライブ休憩にどうぞご利用くださいね。～と～
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